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11996年､Yoshikawaら日によってシナノキ科植物の秦より単離 ･構造決定
されたcorchoionosideA(1),B(2)およびC(3)は､抗ヒスタミン作用を有する新
規ヨノン配糖体であり､上記作用を有する一連の分子骨格とは異なるユニー
クな構造を有している｡演者は､その構造と活性との相関および合成に興味
を持ち,それらの合成が市販の2,6,61TT)methy1-2-cycJohexenell,4-dione(5)を出
発原料とし､当研究室で開発した分妓導入法を利用することで達成できると
考え検討した｡ C71･g tIJCt
Cord-oio-sideA(1) Cord10ionosidetl(2)corchoionosideC(3):Rl三二CH3Rz=H
(6S,9R)-roseoside(4);Rl≡HRZ=CEl3
2･3.まず､5をCeCl,とNaBH.で位置選択的に還元し6を得､生じた水酸基を
MOM基で保護した｡立体選択的にホルミル基を導入するため､当研究室で
開発したジクロロメチル増炭法2)を用い10へ導こうとしたが副反応が優先し
た｡そこで,Wirug反応により8へと導いた後､伽0.を用い9を合成し,
Dess-Martin酸化を行い10へと導いた｡10のアルデヒド部位への増炭の検討
をKnccvenagel反応､Horner-Witlg反応およびclaisen反応で行った.claisen反
応が11を最も収率良く与えた｡続いて､MOM基を脱保瑳し､De貼IMardE)醍
化後､位置選択的にカルボニル基を還元し3のアグリコン部分14の合成に成
功した｡また､併行して1および之の合成についても検討している｡
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